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Case 11-2016: A 12-Year-Old Boy with Malaise, Fevers, Abdominal Pain, and Pallor 

(N Engl J Med 2016;374:1466-76) 

Problem list 

# 発熱  

 Fever of unknown originの定義 (症状が 3週間以上持続し、38.3℃以上の発熱を伴い、入院

1週間でも原因不明) を満たす。 

 

# 小球性低色素性貧血  

Hb低値、MCVおよび MCHCの低下を認める。皮膚の蒼白、眼瞼結膜貧血を説明する。

本症例は Fe低下を伴っている。 

 

# 炎症所見  

	
 CRP, ESR, haptoglobin, Ferritinの高値を認める。  

 

# 腹痛  

	
 1か月続く間歇的な腹痛。疼痛は腹部全体にわたり、局在の判定は困難である。 

 

# 体重減少  

	
 過去 1か月以内に全体重比 3%の体重減少を認めた。 

 

# 軟便および血便  

	
 患者は過去の血便を訴えるも、Fecal occult blood test では潜血は negative であり、

controversialな結果であった。 

 

# 持続する倦怠感  

# 悪心  

# 頭痛  
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